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一
　
は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
の
江
戸
の
景
観
を
描
い
て
屏
風
仕
立
て
と
し
た
作
品
は
少
な
く
な

い
。
そ
う
し
た
中
で
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
以
下
、「
歴
博
」
と
略
称
）
が
所

蔵
す
る
『
江
戸
図
屏
風
』（
以
下
、「
屏
風
」
と
い
う
）
は
、
昭
和
四
十
年

（
一
九
六
五
）
に
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
設

立
間
も
な
い
歴
博
の
所
蔵
に
帰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
歴
博
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
は
、「
江
戸
時
代
初
期
の
江
戸
市
街
地
お
よ
び
近
郊
の
景
観
を
画
題
と
し
て
、

そ
の
中
に
江
戸
幕
府
第
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
事
蹟
を
描
き
込
ん
だ
、
六
曲
一

双
の
屏
風
。
成
立
期
江
戸
の
景
観
を
描
い
た
数
少
な
い
史
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る

が
、
絵
画
の
製
作
年
代
に
は
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
、
画
面
寸

法
は
片
隻
一
六
二
・
五
×
三
六
六
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
あ
る（

1
）。

こ
の
説
明
に

あ
る
よ
う
に
、
こ
の
屏
風
は
都
市
・
江
戸
の
成
立
期
の
景
観
を
精
細
に
描
い
た

稀
有
の
絵
画
史
料
で
あ
り
、
美
術
史
・
建
築
史
・
服
飾
史
・
船
舶
史
な
ど
関
連

す
る
諸
研
究
分
野
の
視
点
か
ら
解
釈
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
研
究
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
黒
田
日
出
男
は
一
定
の
評
価
を
下
し
つ

つ
も
、「
そ
れ
ら
［
諸
分
野
が
蓄
積
し
て
き
た
基
礎
的
な
研
究
成
果
］
を
相
互
に
関

連
づ
け
な
が
ら
、
絵
画
史
料
と
し
て
分
析
・
総
合
す
る
方
向
に
進
ん
で
こ
な

か
っ
た
」
と
批
判
す
る（

2
）。「

絵
画
史
料
学
」
の
観
点
で
こ
の
屏
風
を
読
み
解
い

た
黒
田
は
、
制
作
年
代
を
「
寛
永
十
一
年
［
一
六
三
四
］
～
十
二
年
六
月
」、
制

作
意
図
と
用
途
に
つ
い
て
は
、「
寛
永
九
年
に
﹁
宿
老
並
﹂
と
な
っ
た
松
平
伊

豆
守
信
綱
が
将
軍
・
家
光
の
御
成
に
備
え
て
﹁
家
光
の
御
代
始
め
﹂
を
題
材
と

す
る
調
度
と
し
て
制
作
さ
せ
た
も
の
で
、
寛
永
十
四
年
十
月
十
六
日
の
御
成
り

に
お
い
て
信
綱
邸
で
飾
ら
れ
た
、
と
す
る
考
え
を
提
示
し
た（

3
）。

黒
田
の
こ
の
試

案
に
つ
い
て
は
、
各
研
究
分
野
の
研
究
者
か
ら
必
ず
し
も
賛
同
の
立
場
の
表
明

『
江
戸
図
屏
風
』
か
ら
読
み
解
く
寛
永
期
の
江
戸
の
庭
園

小
野
健
吉
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二
　
大
名
屋
敷
の
池
泉
庭
園

　

池
泉
庭
園
が
描
か
れ
る
大
名
屋
敷
は
、
水
戸
中
納
言
下
屋
敷
、
加
賀
肥
前
守

下
屋
敷
、
森
美
作
守
下
屋
敷
の
三
邸
。
黒
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
点

に
お
い
て
は
押
紙（

8
）に

あ
る
通
り
い
ず
れ
も
下
屋
敷
で
あ
る
。
大
名
が
復
数
の
屋

敷
を
持
つ
こ
と
が
通
例
に
な
っ
た
明
暦
の
大
火
（
明
暦
三
年
・
一
六
五
七
）
以

前
の
こ
の
時
期
と
は
い
え
、
下
屋
敷
を
持
つ
大
名
は
相
当
数
に
の
ぼ
っ
た
は
ず

で
あ
り（

9
）、

池
泉
庭
園
が
描
か
れ
た
三
邸
と
い
う
数
は
少
な
い
と
言
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。
黒
田
は
、
家
光
の
御
代
始
と
い
う
屏
風
の
性
格
か
ら
、
家
光
が
実
際
に

訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
庭
園
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
推
論
を
示
し

て
い
る（

10
）。

水
戸
中
納
言
下
屋
敷
、
加
賀
肥
前
守
下
屋
敷
に
家
光
の
御
成
が
あ
っ

た
こ
と
は
記
録
に
残
る
一
方
、
森
美
作
守
下
屋
敷
に
つ
い
て
は
、
臨
時
の
訪
問

な
ど
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
御
成
と
し
て
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な

い（
11
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
三
邸
だ
け
に
庭
園
が
描
か
れ
て
い
る
理
由
は
定
か

で
は
な
い
も
の
の
、
当
時
こ
れ
ら
の
庭
園
が
名
園
と
し
て
世
評
が
高
か
っ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
以
下
、
各
庭
園
に
つ
い
て
、
描
か
れ
た
図

像
を
中
心
に
読
み
解
い
て
い
こ
う
。

（
一
）
水
戸
中
納
言
下
屋
敷

　

水
戸
中
納
言
は
、徳
川
家
康
の
十
一
男
で
水
戸
藩
主
の
徳
川
頼
房
（
一
六
〇
三

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
一
方
、
い
ま
の
と
こ
ろ
明
確
な
根
拠
の
上
に
立
っ
て
異

を
唱
え
る
論
考
も
な
い
。
景
観
年
代
に
つ
い
て
は
、
黒
田
に
先
行
し
て
研
究
を

進
め
た
内
藤
昌
や
水
藤
真
も
黒
田
と
同
様
に
寛
永
十
年
末
～
十
一
年
初
頭
な
い

し
前
半
と
考
え
て
お
り（

4
）、

本
稿
で
も
景
観
年
代
に
つ
い
て
は
こ
の
時
期
と
し
た

上
で
、
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

　

本
稿
が
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は
、
表
題
の
通
り
「
庭
園
」
で
あ
る
。
屏
風

に
描
か
れ
た
庭
園
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
黒
田
や
白
幡
洋
三
郎
、
飛
田
範
夫

に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
黒
田
は
、
園
池
や
築
山
で
構
成
さ
れ
る

作
り
込
ま
れ
た
池
泉
庭
園
は
大
名
等
の
下
屋
敷
に
造
営
さ
れ
て
お
り
、
下
屋
敷

が
接
遇
の
空
間
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る（

5
）。

ま
た
、
白
幡
は
加
賀
肥
前
守
下
屋
敷
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
文
献
資
料
と

の
対
比
も
行
い
な
が
ら
、
屏
風
に
描
か
れ
た
図
像
が
一
定
の
写
実
性
・
客
観
性

を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る（

6
）。

一
方
、
飛
田
は
、
隅
田
川
沿
い
に
造

営
さ
れ
た
上
級
旗
本
の
庭
園
に
注
目
し
、
こ
れ
ら
が
隅
田
川
の
水
を
水
門
か
ら

園
池
に
直
接
取
り
入
れ
る
「
潮
入
り
」
の
構
造
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る（

7
）。

い
ず
れ
も
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
つ
つ
、

よ
り
多
く
の
観
点
で
屏
風
に
描
か
れ
た
庭
園
を
読
み
解
き
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
徳
川
幕
藩
体
制
の
基
盤
た
る
江
戸
城
下
町
と
し
て
の
体
裁
が
整
っ
た
寛
永

期
に
お
け
る
江
戸
の
庭
園
の
あ
り
よ
う
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
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～
一
六
六
一
）
で
あ
る
。
文
政
十
年
（
一
八
二
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
水
戸
藩
の

編
年
資
料
『
水
戸
紀
年
』
に
よ
れ
ば
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
閏
二
月
一
日
、

頼
房
は
兄
に
あ
た
る
将
軍
・
秀
忠
か
ら
七
万
六
六
八
九
歩
の
邸
地
を
与
え
ら
れ

て
屋
敷
を
造
営
、
同
年
九
月
二
十
八
日
に
竣
功
し
た
と
さ
れ
る（

12
）。

ま
た
、
寛
文

元
年
（
一
七
三
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
後
楽
記
事
』
に
よ
れ
ば
、
頼
房
は
徳
大

寺
左
兵
衛
に
作
庭
を
命
じ
、
伊
豆
の
「
御
石
山
」
か
ら
奇
岩
大
石
を
取
り
寄
せ
、

井
の
頭
か
ら
水
を
引
い
た
と
い
う（

13
）。

こ
の
下
屋
敷
は
明
暦
の
大
火
後
に
上
屋
敷

と
な
り
、
庭
園
部
分
は
そ
の
後
幾
多
の
改
修
を
経
な
が
ら
、
小
石
川
後
楽
園
と

し
て
現
在
も
良
好
な
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
屏
風
の
右
隻
第
六
扇
の

右
上
部
に
描
か
れ
、「
水
戸
中
納
言
下
屋
鋪
」
の
押
紙
が
あ
る
こ
の
邸
宅
の
庭

園
（
図
1
）
を
仔
細
に
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
庭
園
の
中
心
を
な
す
池
に
関
連
す
る
形
態
・
意
匠
に
注
目
し
て
み
よ

う
。
池
に
水
を
注
ぐ
の
は
、
画
面
の
上
部
左
側
に
描
か
れ
た
落
差
の
あ
る
滝
で

あ
る
。
滔
々
と
落
下
す
る
水
の
前
に
は
紅
葉
し
た
カ
エ
デ
の
枝
が
差
し
掛
か
る
。

滝
壺
の
水
分
石
の
周
辺
で
大
き
く
広
が
っ
た
池
の
両
端
か
ら
出
島
が
張
り
出
し
、

そ
こ
に
二
組
の
橋
脚
で
支
え
ら
れ
た
木
造
の
反
り
橋
が
架
か
る
。
橋
の
左
手
の

た
も
と
に
は
立
石
を
含
む
石
組
が
見
え
る
。
橋
の
右
手
の
出
島
の
付
け
根
の
入

江
で
は
、
高
い
位
置
か
ら
池
に
向
か
っ
て
石
が
立
て
並
べ
ら
れ
、
そ
れ
に
続
く

水
面
に
は
岩
島
が
据
え
ら
れ
る
。
金
雲
で
限
ら
れ
た
池
の
右
方
か
ら
は
砂
州
が

延
び
、
そ
の
先
端
付
近
に
は
石
組
が
組
ま
れ
、
枝
振
り
の
よ
い
マ
ツ
が
植
わ
る
。

砂
州
の
付
け
根
の
手
前
の
池
水
面
に
は
数
石
か
ら
な
る
石
組
が
見
え
る
。
池
畔

図 1　「水戸中納言下屋鋪」（国立歴史民俗博物館所蔵『江戸図屏風』から）
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の
建
物
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
池
の
手
前
の
二
階
建
て
の
数
寄
屋
楼
閣
で

あ
る
。
寄
棟
の
屋
根
を
持
つ
二
階
は
四
面
と
も
腰
壁
を
回
し
た
う
え
開
口
部
に

は
明
か
り
障
子
を
は
め
て
お
り
、
庭
園
の
眺
望
を
楽
し
む
施
設
で
あ
る
こ
と
が

窺
え
る
。

　

意
匠
を
凝
ら
し
た
こ
の
庭
園
に
つ
い
て
は
、『
後
楽
記
事
』
に
「
大
猷
公
［
徳

川
家
光
］
色
々
御
物
数
寄
有
て
出
来
た
る
御
園
」
と
あ
り（

14
）、

そ
の
築
造
に
あ

た
っ
て
家
光
の
意
向
が
働
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
江

戸
の
上
水
道
で
あ
る
神
田
上
水
を
池
水
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
が
許
さ
れ
て
十

分
な
水
が
確
保
さ
れ
、
大
き
な
園
池
の
造
営
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、
描
か
れ
た
諸
要
素
の
中
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
池
の
中
央
の
砂

州
で
あ
る
。
現
在
の
小
石
川
後
楽
園
の
大
泉
水
（
池
）
に
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の

よ
う
な
砂
州
は
存
在
し
な
い
が
（
図
2
）、
徳
川
光
圀
に
よ
る
整
備
後
の
姿
を

描
い
た
と
見
ら
れ
る
『
水
戸
様
小
石
川
御
屋
敷
御
庭
之
図
』（
明
治
大
学
博
物
館

所
蔵
）
に
は
砂
州
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
3
）。
中
島
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
延
び
、

マ
ツ
が
列
植
さ
れ
た
姿
は
天
橋
立
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
初

期
の
後
楽
園
の
要
を
な
す
庭
景
の
一
つ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
頼
房
に
よ
る

当
初
の
作
庭
で
造
ら
れ
、
光
圀
に
よ
る
整
備
後
も
姿
を
と
ど
め
た
こ
の
砂
州
は
、

何
時
そ
の
姿
を
消
し
た
の
か
。
そ
れ
を
示
す
記
録
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
十
一
月
に
江
戸
を
襲
っ
た
元
禄
大
地
震
（
推
定
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
一
）
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

い
ま
一
つ
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
砂
州
の
先
端
の
見
事
な
形
に
仕
立
て
ら
れ

図 2　現在の小石川後楽園・大泉水（筆者撮影）
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図 3　『水戸様小石川御屋敷御庭之図』（明治大学博物館所蔵）
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て
池
を
造
り
、
回
遊
式
庭
園
が
築
造
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
加
賀
藩
下
屋
敷
は
天

和
三
年
（
一
六
八
三
）
以
降
に
は
上
屋
敷
と
な
る
が
、
明
治
維
新
後
に
文
部
省

の
用
地
と
な
り
、
そ
の
後
、
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
敷
地
と
な
る
。
大

学
の
敷
地
と
し
て
開
発
さ
れ
る
中
、
園
池
部
分
は
埋
め
立
て
ら
れ
ず
に
残
さ
れ（

（2
（

、

夏
目
漱
石
の
小
説
『
三
四
郎
』
に
ち
な
ん
で
現
在
は
「
三
四
郎
池
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
（
図
4
）。
以
下
、
屏
風
の
右
隻
第
五
扇
の
中
央
部
右
寄
り
上
部
に
描

か
れ
、「
加
賀
肥
前
守
下
屋
鋪
」
の
押
紙
が
あ
る
こ
の
邸
宅
の
庭
園
（
図
5
）

を
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
池
の
形
態
と
そ
の
周
辺
の
地
形
。
汀
線
が
複
雑
に
出
入
り
す
る
池
の

一
帯
を
見
る
と
、
斜
面
が
周
囲
に
立
ち
上
が
る
地
形
の
様
相
が
描
か
れ
て
お
り
、

池
が
敷
地
の
地
盤
か
ら
一
段
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

池
に
水
を
注
ぐ
の
は
段
を
な
し
て
水
が
落
ち
る
滝
（
画
面
右
上
）
で
、
滝
の
周

辺
は
多
数
の
石
が
組
ま
れ
て
築
山
を
形
成
し
、
滝
壺
に
は
水
分
石
が
見
え
る
。

滝
か
ら
池
を
隔
て
た
対
岸
（
画
面
中
央
や
や
右
上
）
で
出
島
を
な
す
の
は
、
見

よ
う
に
よ
っ
て
は
竜
の
頭
部
に
も
見
え
る
、
文
字
通
り
の
怪
石
で
あ
る
。
池
に

は
中
島
と
岩
島
が
配
さ
れ
、
手
前
の
広
く
平
坦
な
出
島
の
岸
辺
は
、
緩
い
勾
配

で
立
ち
上
が
る
州
浜
の
造
り
で
あ
る
。
ま
た
、
画
面
中
央
や
や
左
下
の
池
の
狭

ま
っ
た
箇
所
に
は
一
枚
も
の
の
切
石
橋
が
架
か
る
。
植
栽
で
は
、
州
浜
護
岸
の

出
島
の
手
入
れ
さ
れ
た
マ
ツ
な
ど
と
と
も
に
、
画
面
左
下
の
五
弁
の
白
い
花
を

付
け
た
広
葉
樹
が
目
を
引
く
。
樹
種
の
特
定
は
難
し
い
が
、
花
の
大
き
さ
が
強

調
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
寛
永
期
に
流
行
し
た
ツ
バ
キ
の
一
品
種
と
も
見
え
る
。

た
マ
ツ
で
あ
る
。
屏
風
の
景
観
年
代
が
寛
永
十
～
十
一
年
と
す
れ
ば
、
頼
房
が

邸
地
を
賜
り
造
園
を
開
始
し
て
か
ら
数
年
を
経
た
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

姿
に
仕
立
て
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
。
も
ち
ろ
ん

屏
風
に
描
か
れ
た
マ
ツ
は
庭
園
と
し
て
の
記
号
で
あ
り
、
実
景
で
は
な
い
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
京
都
で
は
、
す
で
に

室
町
時
代
に
名
木
級
の
庭
木
の
移
植
が
足
利
義
政
の
命
令
で
し
ば
し
ば
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
記
録
に
残
り
、
安
土
桃
山
時
代
に
な
る
と
豊
臣
秀
吉
の
縄
張
り

で
知
ら
れ
る
醍
醐
寺
三
宝
院
の
庭
園
で
も
ウ
メ
の
名
木
な
ど
の
移
植
が
行
わ
れ

て
い
る（

15
）。

こ
の
時
代
の
江
戸
に
お
い
て
も
、
す
で
に
庭
木
を
移
植
し
、
剪
定
整

枝
で
樹
形
を
作
る
技
術
が
定
着
し
て
い
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
後
楽
園
へ
の
家
光
の
御
成
は
、
記
録
の
残
る
も
の
だ
け
で
も
、
寛
永

十
一
年
（
一
六
三
四
）
三
月
二
十
八
日（

16
）を

は
じ
め
と
し
て
数
度
に
わ
た
る
。

（
二
）
加
賀
肥
前
守
下
屋
敷

　

加
賀
肥
前
守
は
加
賀
藩
第
二
代
藩
主
・
前
田
利
常
（
一
五
九
四
～
一
六
五
八
）

で
あ
る
。
利
常
が
幕
府
か
ら
本
郷
台
地
に
邸
地
を
賜
っ
た
時
期
は
正
確
に
は
わ

か
ら
な
い
が
、『
越
登
賀
三
州
志
来
因
概
覧
』
で
は
元
和
二
～
三
年
（
一
六
一
六

～
一
七
）
頃
と
す
る（

17
）。

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
前
後
に
は
徳
川
三
代
将
軍
家

光
御
成
の
内
命
を
受
け
、
殿
舎
の
建
築
と
庭
園
の
築
造
に
着
手（

18
）。

三
年
の
歳
月

を
か
け
て
念
入
り
に
仕
上
げ
、
寛
永
六
年
四
月
二
十
六
日
の
御
成
を
迎
え
た（

19
）。

高
台
に
立
地
し
な
が
ら
も
窪
地
に
湧
水
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら（

20
）、

こ
れ
を
利
用
し
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図 5　「加賀肥前守下屋鋪」（国立歴史民俗博物館所蔵『江戸図屏風』から）

図 4　東京大学「三四郎池」（筆者撮影）
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（
三
）
森
美
作
守
下
屋
敷

　

森
美
作
守
は
初
代
津
山
藩
主
・
森
忠
政
（
一
五
七
〇
～
一
六
三
四
）
で
あ
る
。

寛
永
十
九
～
二
十
年
頃
の
状
況
を
記
載
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
寛
永
江
戸

全
図（

23
）』

を
見
る
と
、「
森
内
記
」
す
な
わ
ち
忠
政
の
跡
を
継
い
だ
長
継
の
下
屋

敷
と
し
て
、
海
沿
い
の
方
形
の
敷
地
が
示
さ
れ
て
い
る
（
図
6
）。
こ
の
敷
地

は
現
在
の
Ｊ
Ｒ
浜
松
町
駅
北
西
方
に
あ
た
り
、
増
上
寺
か
ら
見
る
と
東
方
に
な

る
。
屏
風
に
描
か
れ
た
「
森
美
作
守
下
屋
敷
」
が
海
に
臨
む
立
地
で
な
い
こ
と

は
明
白
で
、
ま
た
、
増
上
寺
の
左
手
す
な
わ
ち
概
ね
南
方
に
描
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、『
寛
永
江
戸
全
図
』
に
示
さ
れ
た
「
森
内
記
」
邸
と
は
異
な
る
屋
敷

と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
場
所
は
定
か
で
な
い
。
こ
こ
で
は
場
所
の
詮
索

に
は
深
入
り
せ
ず
、
左
隻
第
五
扇
中
央
部
左
寄
り
に
「
森
美
作
守
下
屋
敷
」
の

押
紙
の
あ
る
邸
宅
の
庭
園
を
見
て
み
よ
う
（
図
7
）。

　

庭
園
は
、
池
と
築
山
で
構
成
さ
れ
る
池
泉
庭
園
で
あ
る
。
池
は
画
面
手
前
の

建
物
群
側
か
ら
の
出
島
と
対
岸
か
ら
の
出
島
で
く
び
れ
た
位
置
に
切
石
の
反
り

橋
を
架
け
、
橋
の
た
も
と
や
護
岸
の
要
所
に
立
石
を
中
心
と
し
た
石
組
を
配
し

て
い
る
。
池
の
護
岸
は
画
面
左
上
の
部
分
で
水
辺
に
草
を
植
え
た
草
付
き
ふ
う

の
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
建
物
群
側
の
出
島
や
画
面
右
手
の
出
島
な
ど
は

州
浜
で
あ
る
。
こ
の
庭
で
特
筆
す
べ
き
は
、
池
よ
り
も
む
し
ろ
築
山
で
あ
ろ
う
。

画
面
右
上
に
描
か
れ
た
築
山
は
高
さ
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
山
腹
は
急
傾
斜
で

あ
る
。
築
山
に
植
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
幹
の
形
状
か
ら
す

る
と
ス
ギ
や
マ
キ
と
い
っ
た
針
葉
樹
の
よ
う
に
見
え
る
。
池
泉
庭
園
の
造
営
に

池
に
関
連
す
る
建
物
と
し
て
は
、
切
石
橋
の
す
ぐ
左
脇
の
池
に
乗
り
出
す
よ
う

に
建
て
ら
れ
た
茅
葺
の
四
阿
（
池
亭
）
と
出
島
の
手
前
の
二
階
建
て
の
数
寄
屋

楼
閣
が
あ
る
。
楼
閣
の
二
階
は
寄
棟
桧
皮
葺
の
屋
根
を
持
ち
、
庭
園
側
の
み
開

口
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
庭
園
の
眺
望
を
楽
し
む
た
め
の
建
物
で
あ
る
こ
と
が

明
確
に
わ
か
る
。

　

地
形
を
活
か
し
た
立
体
的
な
造
形
、
際
立
つ
怪
石
、
色
彩
豊
か
な
石
を
用
い

て
随
所
に
組
ま
れ
た
石
組
、
池
に
乗
り
出
す
池
亭
な
ど
、
こ
の
庭
園
は
水
戸
中

納
言
下
屋
敷
に
も
劣
ら
ず
凝
っ
た
意
匠
を
見
せ
る
。
家
光
の
御
成
に
備
え
、
前

田
利
常
が
家
光
に
対
す
る
接
待
の
場
と
し
て
万
全
の
設
え
を
企
図
し
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
御
三
家
の
一
つ
で
将
軍
家
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
水
戸
徳
川
家
と

違
い
、
外
様
の
大
藩
で
あ
っ
た
加
賀
前
田
家
に
と
っ
て
は
、
御
成
の
舞
台
と
し

て
の
庭
園
は
ひ
と
き
わ
目
を
驚
か
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
画
面
で
は
滝
か
ら
滔
々
と
水
が
流
れ
落
ち
る
様
が
表
現
さ
れ
る
が
、
こ

れ
が
実
景
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
水
源
は
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か
。
池
底
に
推

定
さ
れ
る
湧
水
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
な
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
尽
く
し
て
水
源
を
確
保
し
水
路
等
で
水
を
引
い
て
き
た
と
考
え
る
ほ
か
な

い
。

　

な
お
、
寛
永
六
年
に
続
き
寛
永
十
七
年
に
も
加
賀
藩
下
屋
敷
へ
の
家
光
の
御

成
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
も
御
成
に
備
え
て
庭
園
の
大
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る（

22
）。



69

『江戸図屏風』から読み解く寛永期の江戸の庭園

図 7　「森美作守下屋敷」（国立歴史民俗博物館所蔵『江戸図屏風』から）

図 6　『寛永江戸全図』の「森内記下屋敷」（矢印）
（『寛永江戸全図』之潮 2007 から。原版は臼杵市立臼杵図書館所蔵）
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三
　
上
級
旗
本
屋
敷
の
池
泉
庭
園

　

大
名
屋
敷
の
池
泉
庭
園
が
三
邸
で
描
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
、

大
身
と
は
い
え
旗
本
の
屋
敷
の
庭
園
が
二
邸
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
注
目
に

値
す
る
。
こ
の
う
ち
、
船
手
奉
行
で
あ
っ
た
向
井
将
監
は
屏
風
の
主
題
の
一
つ

と
も
言
え
る
「
向
井
将
監
武
者
舟
懸
御
目
候
所
」（
左
隻
第
五
扇
下
部
）
に
関
わ

る
人
物
で
あ
り
、
そ
の
屋
敷
が
描
か
れ
、「
向
井
将
監
」
の
押
紙
が
付
け
ら
れ

る
の
は
理
解
し
や
す
い
。
一
方
で
、
押
紙
は
な
い
も
の
の
、
他
の
地
図
資
料
か

ら
米
津
内
蔵
助
（
田
盛
）
の
下
屋
敷
と
確
認
で
き
る
邸
宅
で
庭
園
が
描
か
れ
て

い
る
の
は
、
あ
る
い
は
そ
の
庭
園
が
特
色
の
あ
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
以
下
、
二
邸
の
庭
園
に
つ
い
て
、
描
か
れ
た
図
像
を
読

み
解
い
て
い
こ
う
。
な
お
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
二
邸
の
庭
園
に
つ
い
て

は
、
飛
田
が
「
初
期
の
潮
入
り
庭
園
」
と
し
て
の
位
置
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

（
一
）
船
手
奉
行
・
向
井
将
監
下
屋
敷

　

押
紙
に
あ
る
「
向
井
将
監
」
は
、
船
手
奉
行
を
務
め
た
大
身
の
旗
本
・
向
井

忠
勝
（
一
五
八
二
～
一
六
四
一
）
で
あ
る
。
秀
忠
と
家
光
の
信
任
厚
か
っ
た
忠

勝
は
造
船
の
名
手
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
家
光
の
御
座
船
で
あ
る
安
宅
丸

（
寛
永
九
年
着
工
、
同
十
一
年
完
成
）
の
建
造
を
指
揮
し
た
。
江
戸
の
八
丁
堀
霊

厳
島
に
拝
領
し
た
邸
地
は
船
手
奉
行
と
い
う
役
職
に
ふ
さ
わ
し
く
隅
田
川
に
面

あ
た
っ
て
は
、
池
を
掘
っ
た
土
で
築
山
を
築
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
敷
地
内

で
の
掘
削
土
と
盛
土
の
収
支
を
な
る
だ
け
合
わ
せ
る
の
が
合
理
的
だ
か
ら
で
あ

る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
高
い
築
山
に
対
応
す
る
池
は
容
積
が
大
き
い

こ
と
に
な
る
。
描
か
れ
た
池
は
そ
れ
ほ
ど
広
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
考
え
る
と
、
深
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
池
に
は
滝
が
見
ら
れ

な
い
。
池
の
水
源
と
し
て
湧
水
を
求
め
、
池
を
深
く
掘
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
よ
う
。
ま
た
、
植
栽
で
は
、
築
山
側
の
出
島
で
枝
振
り
よ
く
仕
立
て
ら
れ
た

マ
ツ
、
築
山
の
裾
と
画
面
左
の
池
岸
の
満
開
の
ツ
ツ
ジ
が
目
を
引
く
。
庭
園
内

の
建
物
と
し
て
は
、
縁
を
設
け
た
茅
葺
の
四
阿
が
池
に
向
か
っ
て
建
て
ら
れ
て

い
る
だ
け
で
、
他
の
二
つ
の
大
名
庭
園
や
後
述
す
る
旗
本
屋
敷
の
庭
園
に
設
え

ら
れ
た
よ
う
な
二
階
建
て
の
数
寄
屋
楼
閣
は
見
ら
れ
な
い
。

　

御
三
家
の
一
つ
で
あ
る
水
戸
徳
川
家
や
外
様
と
は
い
え
全
大
名
の
中
で
最
大

の
石
高
を
誇
る
大
藩
の
加
賀
前
田
家
と
違
い
、
国
持
ち
大
名
で
は
あ
る
も
の
の

十
八
万
石
ほ
ど
の
外
様
大
名
で
あ
る
森
家
の
下
屋
敷
の
庭
園
が
描
か
れ
た
の
は

な
ぜ
か
。
秀
忠
や
家
光
の
御
成
の
記
録
も
残
っ
て
い
な
い
。
当
時
、
こ
の
庭
園

が
世
評
に
高
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
高
い
築
山
と
池
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
屏
風
の
発
注
者（
黒
田
説
に
よ
れ
ば
松
平
伊
豆
守
信
綱
）

が
こ
の
庭
園
を
熟
知
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
こ
れ
ら
も
想
像
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
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し
て
お
り
、
屋
敷
前
へ
の
船
の
接
岸
が
可
能
な
場
所
で
あ
っ
た
。
な
お
、
現
在

は
、
そ
の
跡
地
は
完
全
に
市
街
化
さ
れ
て
お
り
、
往
時
の
面
影
を
残
す
の
は
隅

田
川
と
そ
こ
に
注
ぐ
亀
島
川
（
日
本
橋
川
の
分
流
）
の
水
面
の
み
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
、
左
隻
第
三
扇
右
下
隅
に
描
か
れ
た
邸
宅
の
庭
園
を
見
て
い
く
こ
と
に

し
よ
う
（
図
8
）。

　

ま
ず
目
を
引
く
の
は
、
敷
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
二
階
建
て
の
数
寄
屋

楼
閣
で
あ
る
。
二
階
は
屋
根
が
萱
葺
き
宝
形
で
、
側
面
に
は
明
か
り
障
子
を
巡

ら
せ
て
お
り
、
庭
園
や
邸
外
の
眺
望
を
楽
し
む
た
め
の
建
物
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
楼
閣
の
左
手
が
庭
園
と
な
る
が
、
中
心
と
な
る
の
は
、

屋
敷
を
貫
通
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
水
路
で
あ
る
。
こ
の
水
路
は
隅
田
川
に

合
流
す
る
直
前
の
亀
島
川
か
ら
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
東
京
湾
に

つ
な
が
る
隅
田
川
下
流
の
水
位
の
変
動
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
飛
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
潮
入
り
」
の
池
と
な
っ
て
い
た

わ
け
で
あ
る
。
数
寄
屋
楼
閣
か
ら
見
た
水
路
（
池
）
の
対
岸
は
、
一
部
を
石
積

み
護
岸
と
す
る
も
の
の
、
岸
辺
に
立
石
も
用
い
な
が
ら
築
山
に
連
な
る
様
相
は

ま
ぎ
れ
も
な
く
池
泉
庭
園
の
景
色
で
あ
る
。
ま
た
、
水
路
の
数
寄
屋
楼
閣
側
の

岸
に
目
を
向
け
る
と
、
築
山
を
設
け
、
植
栽
を
施
し
、
さ
ら
に
石
組
を
配
し
て

お
り
、
数
寄
屋
楼
閣
の
一
階
か
ら
直
接
歩
み
入
る
こ
と
の
で
き
る
造
作
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
画
面
下
に
邸
内
へ
と
導
か
れ
る
水
路
が
見
え
る
が
、
建
物
や

植
栽
地
に
突
き
当
た
る
配
置
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
邸
内
に
小
舟
を
乗
り
付
け

る
た
め
の
舟
入
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

図 8　「向井将監」下屋敷（国立歴史民俗博物館所蔵『江戸図屏風』から）



72

　

こ
の
庭
園
を
家
光
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
実
見
す
る
機
会
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
は
、
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、
船
手
奉
行
と
い
う
極
め
て
特
殊
な
職
責
を

担
っ
た
向
井
将
監
の
屋
敷
に
ふ
さ
わ
し
い
立
地
と
空
間
構
成
、「
潮
入
り
」
の

池
は
、
世
評
に
高
か
っ
た
と
考
え
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
米
津
内
蔵
助
下
屋
敷

　

屏
風
に
押
紙
は
な
い
が
、
こ
の
屋
敷
は
『
武
州
豊
島
郡
江
戸
庄
図
』
や
『
寛

永
江
戸
全
図
』
で
米
津
内
蔵
助
下
屋
敷
と
確
認
で
き
る（

24
）。

米
津
内
蔵
助
は
、
米

津
田
盛
（
一
六
一
六
～
一
六
八
四
）。
初
代
江
戸
北
町
奉
行
を
務
め
た
五
千
石
の

大
身
旗
本
・
米
津
田
政
の
嫡
男
で
、
父
の
死
に
よ
り
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）

に
家
督
を
相
続
。
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
は
、
大
阪
定
番
を
任
ぜ
ら
れ
河

内
国
で
一
万
石
を
加
増
さ
れ
、
一
万
五
千
石
の
大
名
と
な
っ
た
。
こ
の
邸
地
が

米
津
家
の
も
の
と
な
っ
た
時
期
や
経
緯
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
田
盛
の
生
年

等
を
考
え
る
と
田
政
の
時
代
に
拝
領
し
た
可
能
性
が
大
き
い
。
な
お
、
現
在
、

そ
の
跡
地
は
完
全
に
市
街
化
さ
れ
て
お
り
、
往
時
の
面
影
を
残
す
の
は
隅
田
川

と
そ
こ
に
注
ぐ
神
田
川
の
水
面
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
右
隻
第
六
扇
下
部

中
央
付
近
に
描
か
れ
た
邸
宅
の
庭
園
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
（
図
9
）。

　

屋
敷
は
画
面
下
の
隅
田
川
側
に
突
出
部
の
あ
る
変
則
的
な
平
面
形
状
を
持
つ
。

こ
れ
は
庭
園
に
水
を
取
り
込
む
た
め
の
設
え
と
考
え
ら
れ
、
屋
敷
に
は
途
中
で

二
度
直
角
に
曲
が
る
直
線
状
の
水
路
で
水
が
導
か
れ
る
。
こ
の
水
路
が
画
面
左

側
の
建
物
群
と
右
側
の
庭
園
を
分
け
、
両
側
は
一
枚
も
の
の
切
石
の
反
り
橋
で

図 9　米津内蔵助下屋敷（国立歴史民俗博物館所蔵『江戸図屏風』から）
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の
ほ
か
に
、
庭
園
の
観
点
で
注
目
す
べ
き
屋
敷
等
を
以
下
に
取
り
上
げ
て
お
き

た
い
。
庭
園
自
体
は
描
か
れ
て
い
な
い
も
の
の
庭
園
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
駿

河
大
納
言
上
屋
敷
と
内
藤
左
馬
助
下
屋
敷
、
そ
し
て
将
軍
が
花
を
楽
し
む
た
め

に
設
け
た
と
見
ら
れ
る
御
花
畠
で
あ
る
。

（
一
）
駿
河
大
納
言
上
屋
敷

　

駿
河
大
納
言
は
、
秀
忠
の
実
子
、
す
な
わ
ち
家
光
の
実
弟
で
あ
る
徳
川
忠
長

（
一
六
〇
六
～
三
三
）。
そ
の
出
自
に
ふ
さ
わ
し
く
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
七

月
に
は
駿
河
国
と
遠
江
国
の
一
部
（
掛
川
藩
領
）
を
加
増
さ
れ
、
駿
遠
甲
の
計

五
十
五
万
石
を
領
有
し
て
家
光
に
迫
る
権
力
を
有
し
た
。
寛
永
三
年
に
は
権
大

納
言
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
寛
永
八
年
五
月
に
不
行
跡
を
理
由
と

し
て
家
光
か
ら
甲
府
へ
の
蟄
居
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
寛
永
九
年
の
秀
忠
死
後
、
改

易
と
な
り
領
国
す
べ
て
を
没
収
。
寛
永
十
年
十
二
月
六
日
、
幕
命
に
よ
り
上
州

高
崎
の
大
進
寺
に
お
い
て
自
刃
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
寛
永
十
一
年
二
月
に
は

こ
の
忠
長
の
上
屋
敷
の
建
物
は
解
体
さ
れ
て
上
野
忍
ヶ
岡
に
移
築
さ
れ
る
な
ど

す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
内
藤
と
水
藤
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
屋
敷

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
屏
風
の
景
観
年
代
の
下
限
を
寛
永
十
一
年
と
す
る
一

つ
の
有
力
な
根
拠
な
の
で
あ
る（

25
）。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
左
隻
第
一
扇
上
部
右
寄

り
に
描
か
れ
、「
駿
河
大
納
言
殿
」
の
押
紙
の
あ
る
邸
宅
を
庭
園
の
観
点
で
見

て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
（
図
10
）。

　

屋
敷
の
配
置
と
し
て
は
、
画
面
下
部
に
御
成
門
と
勅
使
門
お
よ
び
殿
舎
群
を

つ
な
が
れ
る
が
、
右
側
の
庭
園
の
中
心
を
な
す
池
の
水
源
は
こ
の
水
路
と
考
え

て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
左
側
の
建
物
群
の
う
ち
水
路
に
最
も
近
い
場
所
に
建
つ

の
が
二
階
建
て
の
数
寄
屋
楼
閣
で
あ
る
。
寄
棟
屋
根
を
持
つ
二
階
は
隅
田
川
側

と
庭
園
側
が
開
口
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
眺
望
を
楽
し
む
建
物
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
園
池
は
、
左
手
の
水
路
側
の
一
部
が
水
路
と
同
様
の
直
線
的

な
石
積
み
で
あ
る
の
を
除
き
、
出
島
と
入
江
の
曲
線
が
連
続
す
る
複
雑
な
平
面

を
持
つ
。
そ
の
う
ち
水
路
に
架
か
る
反
り
橋
を
渡
っ
た
先
付
近
が
最
も
幅
が
狭

く
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
石
橋
を
架
け
る
。
岸
辺
の
三
カ
所
に
配
さ
れ
た
石
組

は
、
立
石
を
中
心
と
し
て
池
に
向
か
う
形
勢
を
見
せ
、
石
組
先
端
の
池
中
に
は

岩
島
を
置
い
て
そ
の
勢
い
を
示
す
。
植
栽
で
は
、
石
橋
を
迎
え
る
出
島
に
植
え

ら
れ
た
マ
ツ
が
手
の
込
ん
だ
仕
立
て
で
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
。
ま
た
、
画
面
右

手
の
石
組
に
絡
む
よ
う
に
植
わ
る
の
は
カ
エ
デ
で
あ
ろ
う
か
。
画
面
右
上
で
木

立
を
な
す
の
は
、
主
に
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
と
い
っ
た
針
葉
樹
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

米
津
内
蔵
助
下
屋
敷
が
庭
園
を
含
め
て
詳
細
に
描
き
込
ま
れ
た
の
は
、
旗
本

屋
敷
を
代
表
す
る
邸
宅
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
向
井
将
監
下
屋
敷
と
同
様
に

「
潮
入
り
」
と
い
う
珍
し
い
庭
園
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

四
　
そ
の
他
の
注
目
す
べ
き
庭
園

　

前
述
し
た
三
つ
の
大
名
屋
敷
の
池
泉
庭
園
、
二
つ
の
旗
本
屋
敷
の
池
泉
庭
園
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描
き
、
画
面
上
部
に
は
か
な
り
鬱

蒼
と
し
た
木
立
が
描
か
れ
る
。
庭

園
の
観
点
で
は
、
御
成
門
を
入
っ

た
と
こ
ろ
の
満
開
の
サ
ク
ラ
も
興

味
深
い
が
、
注
目
し
た
い
の
は
広

葉
樹
と
針
葉
樹
を
取
り
混
ぜ
た
よ

う
に
見
え
る
木
立
の
中
に
描
か
れ

た
茅
葺
建
物
で
あ
る
。
こ
の
上
屋

敷
内
の
木
立
は
も
ち
ろ
ん
単
な
る

樹
林
地
で
は
な
く
、
屋
敷
内
に
設

え
ら
れ
た
山
里
の
景
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
そ
し
て
、「
喜
七
（
ま
た
は

春
七
）」
の
扁
額
を
掲
げ
た
茅
葺
建

物
は
「
市
中
の
山
居
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
茶
室
で
あ
り
、
木
立
の
中

に
は
茶
室
に
至
る
露
地
ふ
う
の
あ

し
ら
い
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。
忠
長
の
屋
敷
に
は
、

寛
永
二
年
二
月
を
皮
切
り
に
、
父

の
秀
忠
の
御
成
が
七
回
、
兄
の
家

光
の
御
成
が
五
回
あ
っ
た
こ
と
が

図 10　「駿河大納言殿」（国立歴史民俗博物館所蔵『江戸図屏風』から）
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記
録
に
残
る（

26
）。

武
家
の
儀
式
と
し
て
中
世
以
来
の
伝
統
を
持
つ
御
成
で
あ

る
が
、
秀
忠
の
御
成
で
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
、
御
成
規
式
の
中
に
大
き
く

組
み
込
ま
れ
た
の
が
茶
事
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
茶
事
の
場
と
し
て
、
茶

室
と
露
地
は
必
須
の
施
設
で
あ
っ
た
。
一
般
に
下
屋
敷
の
よ
う
に
広
大
な

面
積
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
上
屋
敷
で
は
、
大
規
模
な
池
泉
庭
園
を
営
む

こ
と
は
難
し
い
が
、
露
地
と
茶
室
を
設
け
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。

茶
事
を
重
ん
じ
る
秀
忠
の
御
成
を
多
く
迎
え
た
忠
長
邸
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、

茶
室
と
露
地
を
備
え
る
の
は
当
然
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
、
屏
風
に
描
か

れ
た
茅
葺
の
茶
室
こ
そ
秀
忠
あ
る
い
は
家
光
の
御
成
の
際
に
用
い
ら
れ
た

も
の
、
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
（
二
）
内
藤
左
馬
助
下
屋
敷

　

内
藤
左
馬
助
は
陸
奥
磐
城
藩
主
・
内
藤
政
長
（
一
五
六
八
～
一
六
三
四
）。

家
光
の
覚
え
め
で
た
か
っ
た
譜
代
の
大
名
で
あ
る
。
左
隻
第
三
扇
上
部
左

寄
り
に
描
か
れ
た
屋
敷
を
見
て
い
こ
う
（
図
11
）。

　
「
内
藤
左
馬
助
」
の
押
紙
の
あ
る
屋
敷
は
、
江
戸
城
外
堀
の
一
角
を
な

し
た
「
溜
池
」
の
池
尻
に
近
い
池
畔
に
立
地
す
る
。
門
を
入
っ
た
と
こ
ろ

に
展
開
す
る
建
物
群
の
い
ち
ば
ん
奥
、
池
に
面
す
る
位
置
に
二
階
建
て
の

数
寄
屋
楼
閣
が
描
か
れ
る
。
む
く
り
の
付
い
た
寄
棟
屋
根
を
持
つ
二
階
は
、

お
そ
ら
く
溜
池
側
に
も
開
口
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
反
対
側
に

あ
た
る
手
前
も
明
か
り
障
子
を
は
め
た
開
口
が
見
ら
れ
、
溜
池
側
だ
け
で

図 11　「内藤左馬助」（国立歴史民俗博物館所蔵『江戸図屏風』から）
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な
く
建
物
群
左
手
の
木
立
や
敷
地
外
の
市
街
地
も
眺
め

る
対
象
と
し
た
造
作
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

木
立
は
、
駿
河
大
納
言
上
屋
敷
の
あ
り
よ
う
か
ら
考
え

る
と
、
山
里
ふ
う
の
露
地
の
一
角
を
な
し
て
い
た
可
能

性
も
小
さ
く
な
い
。

　

こ
の
屋
敷
に
は
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
五
月
、
同

六
年
六
月
十
日
、
同
八
年
六
月
一
日
の
三
度
、
徳
川
家

光
の
御
成
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
後
の
二
度
の
御
成
で
は
、

家
光
が
溜
池
で
水
泳
を
行
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

る（
27
）。

加
賀
藩
下
屋
敷
へ
の
御
成
に
際
し
、
藩
主
・
前
田

利
常
が
建
物
や
庭
園
の
造
作
に
心
を
砕
い
た
こ
と
に
鑑

み
れ
ば
、
徳
川
譜
代
の
内
藤
政
長
と
は
い
え
、
い
わ
ば

屋
外
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
訪
れ
る
家
光
の
た
め

に
庭
園
も
そ
れ
な
り
に
整
え
た
と
考
え
る
の
が
当
然
で

あ
る
。
例
え
ば
、
溜
池
を
園
池
に
見
立
て
た
池
泉
庭
園

ふ
う
の
意
匠
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

ち
な
み
に
、
溜
池
は
、
い
ま
は
地
名
を
残
す
の
み
で
そ

の
水
面
は
完
全
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
（
三
）
御
花
畠	

　

屏
風
で
押
紙
に
「
御
」
の
文
字
が
使
わ
れ
る
の
は
、

図 12　「御花畠」（国立歴史民俗博物館所蔵『江戸図屏風』から）
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花
畠
を
鑑
賞
す
る
た
め
の
施
設
、
す
な
わ
ち
、
ま
さ
に
秀
忠
や
家
光
が
訪
れ
た

際
に
は
陣
取
っ
た
建
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
傍
ら
に
植
わ
る
高

木
は
ヤ
マ
モ
モ
で
あ
ろ
う
か
。

　

将
軍
が
い
わ
ば
私
的
な
時
間
を
楽
し
む
庭
園
の
一
つ
で
あ
る
御
花
畠
。
そ
こ

で
の
主
役
が
ツ
バ
キ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
屏
風
の
図
像
は
、
園
芸
の
愛
好
者

で
ツ
バ
キ
に
と
り
わ
け
深
い
愛
着
を
持
っ
て
い
た
秀
忠（

30
）が

こ
の
御
花
畠
を
設
け
、

そ
れ
を
家
光
が
受
け
継
い
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、

ユ
リ
、
キ
ク
、
ア
ジ
サ
イ
、
ツ
バ
キ
な
ど
本
来
同
時
に
咲
く
は
ず
の
な
い
植
物

が
同
じ
画
面
に
描
か
れ
る
の
は
、
平
安
時
代
以
来
の
日
本
の
絵
画
の
伝
統
に

則
っ
た
技
法
で
あ
る
。

五
　
寛
永
期
の
江
戸
の
庭
園
の
特
色

　

屏
風
に
描
か
れ
た
大
名
屋
敷
や
旗
本
屋
敷
の
庭
園
を
読
み
解
い
て
き
た
。
そ

の
内
容
に
つ
い
て
い
ま
一
度
考
察
を
加
え
な
が
ら
取
り
ま
と
め
、
江
戸
城
下
町

と
し
て
の
体
裁
が
整
っ
た
寛
永
期
の
江
戸
の
庭
園
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
屏
風

か
ら
得
ら
れ
た
結
論
と
し
、
併
せ
て
寛
永
期
の
江
戸
の
庭
園
の
お
お
よ
そ
の
歴

史
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

広
大
な
面
積
を
持
つ
有
力
大
名
の
下
屋
敷
で
は
、
池
を
穿
ち
築
山
を
置
く
見

事
な
池
泉
庭
園
が
造
営
さ
れ
た
。
そ
の
機
能
は
、
加
賀
肥
前
守
下
屋
敷
造
営
の

経
緯
な
ど
か
ら
す
る
と
、
当
主
の
楽
し
み
よ
り
も
む
し
ろ
将
軍
の
御
成
な
ど
へ

将
軍
の
事
跡
に
直
接
関
わ
る
場
所
で
あ
る（

28
）。

し
た
が
っ
て
、「
御
花
畠
」
と
は
、

秀
忠
や
家
光
が
訪
れ
て
花
を
愛
で
た
施
設
と
考
え
て
よ
い
。
左
隻
第
一
扇
上
部

中
央
付
近
に
描
か
れ
た
御
花
畠
は
、
屏
風
に
描
か
れ
た
題
材
の
中
で
も
異
色
で

あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
園
芸
史
の
観
点
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が（

29
）、

庭
園
の
観
点
で
あ
ら
た
め
て
見
て
い
き
た
い
（
図
12
）。

　

敷
地
を
囲
う
漆
喰
塗
の
土
塀
は
、
屋
根
が
通
常
の
瓦
葺
で
は
な
く
桧
皮
葺
で
、

こ
の
点
で
も
こ
こ
が
通
常
の
住
宅
で
は
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
画
面
右
手
の
穴

門
か
ら
入
る
と
、
直
交
す
る
園
路
で
四
つ
に
分
か
た
れ
た
植
栽
区
画
が
敷
地
一

面
に
広
が
る
。
絵
画
の
こ
と
と
て
誇
張
表
現
と
い
う
面
も
差
し
引
く
必
要
は
あ

ろ
う
が
、
実
際
に
も
こ
れ
に
近
い
敷
地
構
成
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

画
面
で
右
側
の
門
に
近
い
二
つ
の
区
画
は
、
草
花
の
区
画
で
あ
る
。
右
下
の
区

画
に
は
ユ
リ
、
ナ
デ
シ
コ
、
ス
ス
キ
が
見
え
、
右
上
の
区
画
に
は
ア
ジ
サ
イ
、

キ
ク
、
ナ
デ
シ
コ
な
ど
が
見
え
る
。
一
方
、
画
面
の
左
手
の
二
つ
の
区
画
は
草

花
の
区
画
よ
り
も
面
積
が
大
き
く
取
ら
れ
て
お
り
、
両
方
と
も
複
数
の
ツ
バ
キ

が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
下
の
区
画
で
は
、
花
弁
の
色
が
白
、
赤
、
桃
色
の
三
本

が
横
一
直
線
上
に
植
わ
り
、
そ
の
右
下
に
花
弁
が
青
色
の
も
の
、
左
上
に
は
赤

い
も
の
が
配
さ
れ
る
。
ま
た
、
上
の
区
画
で
は
、
花
弁
が
褐
色
、
桃
色
、
赤
色

の
三
本
が
三
角
形
を
な
す
よ
う
に
植
わ
り
そ
の
左
上
に
は
黄
色
い
花
を
つ
け
た

木
（
ツ
バ
キ
？
）
が
植
わ
る
。
二
つ
の
ツ
バ
キ
区
画
の
林
床
に
は
、
ス
ミ
レ
が

見
え
る
。
ま
た
、
敷
地
の
左
上
隅
に
は
田
舎
家
風
の
茅
葺
の
四
阿
が
建
つ
。
室

内
に
は
床
が
張
ら
れ
、
し
か
も
畳
敷
き
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
四
阿
は
御
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の
対
応
が
第
一
義
的
に
考
え
ら
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
形
態

的
に
は
水
を
め
ぐ
る
各
種
デ
ザ
イ
ン
、
す
な
わ
ち
滝
や
池
、
護
岸
の
石
組
や
州

浜
な
ど
が
大
き
な
見
せ
場
で
あ
り
、
水
源
の
確
保
が
極
め
て
重
要
な
課
題
で

あ
っ
た
。
地
下
水
脈
上
に
立
地
し
湧
水
を
利
用
で
き
る
敷
地
で
は
、
加
賀
肥
前

守
下
屋
敷
の
よ
う
に
そ
れ
を
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
立
地
で
な
け
れ
ば
、

池
泉
の
水
を
上
水
道
や
小
河
川
・
都
市
水
路
な
ど
か
ら
の
導
水
に
頼
る
こ
と
と

な
る
。
水
戸
中
納
言
下
屋
敷
は
将
軍
家
と
の
親
密
な
関
係
を
基
盤
に
上
水
道
の

利
用
を
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
例
外
的
で
あ
り
、
池
泉
庭
園
造

営
に
あ
た
っ
て
は
、
各
大
名
は
水
源
の
確
保
に
大
き
な
努
力
を
払
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
中
、
隅
田
川
や
海
に
面
す
る
敷
地
の
邸
宅
で
は
、
水
門
を

設
け
て
、
隅
田
川
や
海
か
ら
直
接
導
水
す
る
「
潮
入
り
」
の
手
法
が
導
入
さ
れ

た
。
屏
風
で
は
、
隅
田
川
畔
の
い
ず
れ
も
旗
本
で
あ
る
向
井
将
監
と
米
津
内
蔵

助
の
下
屋
敷
で
潮
入
り
庭
園
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
ど
ち
ら
が
先
行
し
た
の
か
は

定
か
で
は
な
い
が
、
飛
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
が
潮
入
り
庭
園
の
先

駆
的
事
例
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
成
功
を
受
け
、

そ
の
後
に
小
田
原
藩
主
大
久
保
家
の
楽
寿
園
（
現
・
旧
芝
離
宮
庭
園
）
な
ど
の

大
名
屋
敷
の
庭
園
で
採
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

庭
園
を
眺
め
る
視
点
場
と
し
て
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、

二
階
建
て
数
寄
屋
楼
閣
で
あ
る
。
本
論
で
取
り
上
げ
た
も
の
の
う
ち
、
水
戸
中

納
言
下
屋
敷
、
加
賀
肥
前
守
下
屋
敷
、
そ
し
て
向
井
将
監
下
屋
敷
と
米
津
内
蔵

助
下
屋
敷
で
は
、
二
階
側
面
に
広
く
開
口
部
を
取
っ
た
数
寄
屋
楼
閣
が
庭
園
に

図 13　三溪園・聴秋閣（筆者撮影）
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が
ツ
バ
キ
を
は
じ
め
と
す
る
園
芸
趣
味
の
盛
行
に
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い

た
こ
と
が
窺
え
、
江
戸
時
代
の
初
頭
に
あ
た
る
寛
永
期
の
江
戸
の
庭
園
を
巡
る

状
況
の
一
面
を
示
し
て
い
る
。

　

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
の
開
府
か
ら
お
お
よ
そ
三
十
年
、
屏
風
の
景
観
年

代
と
考
え
ら
れ
る
寛
永
十
～
十
一
年
頃
の
江
戸
。
大
名
や
旗
本
の
下
屋
敷
で
は

様
々
な
手
法
に
よ
り
水
源
を
確
保
し
な
が
ら
見
事
な
池
泉
庭
園
が
造
営
さ
れ
、

そ
う
し
た
池
泉
庭
園
を
備
え
な
い
上
屋
敷
な
ど
で
は
市
中
に
あ
っ
て
山
居
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
、
都
市
文
化
の
極
み
と
も
い
う
べ
き
茶
室
と
露
地
が
設
え
ら
れ

て
い
た
。
そ
う
し
た
庭
園
で
は
、
庭
園
を
維
持
管
理
す
る
技
術
、
例
え
ば
樹
木

を
剪
定
整
枝
し
て
仕
立
て
る
技
術
も
確
実
に
定
着
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
花
卉

を
中
心
と
す
る
園
芸
文
化
が
、
い
わ
ば
江
戸
の
主
人
た
る
将
軍
の
先
導
の
も
と
、

文
字
通
り
豊
か
に
花
開
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
点
で

す
で
に
多
様
で
多
面
的
な
様
相
を
見
せ
て
い
た
江
戸
の
庭
園
で
あ
る
が
、
最
後

に
、
そ
の
お
お
よ
そ
の
歴
史
的
位
置
付
け
を
行
っ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
京
都
で
そ
の
萌
芽
を
見
、
江
戸
時
代
初
頭
の
桂

山
荘
（
桂
離
宮
）
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た（

33
）

と
さ
れ
る
回
遊
式
の
池
泉
庭
園
の
様

式
が
ほ
ぼ
同
時
並
行
的
に
江
戸
の
大
名
屋
敷
に
も
導
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

注
目
に
値
す
る
。
そ
の
後
、
こ
の
様
式
の
庭
園
が
大
名
家
に
よ
る
独
自
性
も
加

え
た
大
名
庭
園（

34
）と

し
て
江
戸
の
み
な
ら
ず
諸
国
の
城
下
町
に
も
多
く
造
営
さ
れ
、

各
地
の
庭
園
文
化
や
造
園
技
術
の
普
及
・
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
の
意
義
も
極
め
て
大
き
い
。
ま
た
、
室
町
時
代
後
期
に
町
衆
の
所
産
と
し
て

接
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
庭
園
の
景
物
と
し
て
眺
め
ら
れ
る
対
象
で

あ
る
と
と
も
に（

31
）、

庭
園
を
眺
め
る
視
点
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
遡
れ
ば
南
北
朝
時
代
の
夢
窓
疎
石
に
よ
る
西
芳
寺
瑠
璃

殿
を
原
型
と
し
て
、
室
町
時
代
の
足
利
義
満
の
北
山
殿
舎
利
殿
（
金
閣
）、
義

政
の
東
山
殿
観
音
殿
（
銀
閣
）
で
庭
園
に
導
入
さ
れ
定
着
し
た
楼
閣
建
築
は
、

寛
永
期
の
江
戸
の
武
家
庭
園
で
は
、
数
寄
屋
の
要
素
を
強
く
加
味
し
な
が
ら
、

必
須
と
も
言
っ
て
よ
い
要
素
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
溜
池
畔
に
あ
っ
た
内

藤
左
馬
助
下
屋
敷
は
、
屏
風
に
は
庭
園
は
見
え
な
い
も
の
の
、
数
寄
屋
楼
閣
が

描
か
れ
て
お
り
、
庭
園
の
存
在
が
暗
示
さ
れ
る
。
以
上
に
挙
げ
た
も
の
の
ほ
か

に
、
屏
風
に
は
数
寄
屋
楼
閣
を
八
棟
見
る
こ
と
が
で
き（

32
）、

こ
れ
ら
の
邸
宅
に
は

概
ね
何
ら
か
の
形
式
の
庭
園
が
設
え
ら
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
洛
中
洛
外
図
に
始
ま
り
こ
の
屏
風
な
ど
に
連
な
る
都
市

図
は
俯
瞰
図
で
あ
り
、
俯
瞰
景
は
景
観
を
理
解
し
享
受
す
る
の
に
最
も
適
し
た

視
点
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
俯
瞰
景
を
楽
し
む
視
点
場
と
し
て
楼

閣
は
強
く
求
め
ら
れ
る
施
設
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
当
時
の
数
寄

屋
楼
閣
の
遺
構
と
し
て
は
、
も
と
佐
久
間
将
監
（
実
勝
）
邸
に
あ
っ
た
も
の
と

伝
え
る
建
物
が
横
浜
の
三
溪
園
に
移
築
さ
れ
、「
聴
秋
閣
」
と
し
て
残
っ
て
い

る
（
図
13
）。

　

こ
の
ほ
か
、
駿
河
大
納
言
上
屋
敷
か
ら
は
室
町
時
代
後
期
の
京
都
に
遡
る

「
市
中
の
山
居
」
が
、
徳
川
将
軍
家
の
茶
の
愛
好
と
も
相
ま
っ
て
、
江
戸
の
大

名
上
屋
敷
に
も
導
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
御
花
畠
の
存
在
か
ら
将
軍
家
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（
7
）　

飛
田
範
夫
『
江
戸
の
庭
園
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
九
、一
四
七
～
一
五
一

頁
。

（
8
）　

屏
風
絵
に
お
い
て
、
各
部
の
名
称
な
ど
を
示
す
た
め
に
貼
ら
れ
る
書
き
込
み
。
水
藤

に
よ
れ
ば
、
江
戸
図
屏
風
で
は
一
〇
一
の
押
紙
が
見
ら
れ
、
そ
の
内
訳
は
、
船
名

二
十
三
例
、
屋
敷
名
十
九
例
、
情
景
の
説
明
十
二
例
、
地
名
九
例
、
橋
名
八
例
な
ど
で

あ
る
（
水
藤
真
・
註
4
に
同
じ
）。

（
9
）　
「
武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄
図
」
に
お
い
て
、
複
数
の
屋
敷
（
上
屋
敷
と
下
屋
敷
等
）
を
所

持
す
る
大
名
は
五
十
家
、
旗
本
は
十
五
家
で
あ
る
（
近
松
鴻
二
「「
武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄

図
」
の
基
礎
研
究
」『
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
研
究
報
告
』
第
二
号
、
一
九
九
七
、

一
九
九
～
二
二
三
頁
）。
た
だ
し
、
同
図
は
下
屋
敷
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
江
戸
の
周
縁

部
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
数
は
前
記
を
か
な
り
上
回
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）　

註
2
に
同
じ
。

（
11
）　

佐
藤
豊
三
「
将
軍
家
の
「
御
成
」
に
つ
い
て
（
七
）」『
金
鯱
叢
書　

第
八
集
』
財
団

法
人
徳
川
黎
明
会
、
一
九
八
一
、五
六
五
～
六
二
六
頁
。

（
12
）　

茨
城
県
史
編
さ
ん
近
世
史
第
1
部
会
編
『
茨
城
県
史
料
近
世
政
治
編
Ⅰ
』

一
九
七
〇
、四
四
四
頁
。

（
13
）　
「
後
楽
園
築
造
」『
東
京
市
史
稿
遊
園
篇
第
一
』
東
京
市
役
所
編
、
一
九
二
九
、一
二
八

～
一
四
九
頁
。

（
14
）　

註
13
に
同
じ
。

（
15
）　

例
え
ば
『
蔭
凉
軒
日
録
』
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
二
月
二
十
一
日
条
「
今
日
仙
洞

御
庭
之
松
東
府
江
引
之
」、『
義
演
准
后
日
記
』
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
五
月
九
日
条
「
成

身
院
庭
梅
、
門
跡
ノ
泉
水
蓬
莱
嶋
ヘ
渡
之
了
」
な
ど
。

（
16
）　
『
徳
川
実
紀
』「
大
猷
院
殿
御
実
紀
巻
二
十
四
」
同
日
条
、「
直
に
水
戸
黄
門
頼
房
卿
の

邸
に
わ
た
ら
せ
た
ま
ふ
」。

（
17
）　
「
本
郷
邸
」
日
置
謙
編
『
加
能
郷
土
辞
彙
』
金
沢
文
化
協
会
、
一
九
四
二
、七
六
二
～

七
六
三
頁
。

（
18
）　

註
17
に
同
じ
。

京
都
で
成
立
し
た
「
市
中
の
山
居
」
が
、
安
土
桃
山
時
代
に
豊
臣
秀
吉
に
仕
え

た
千
利
休
が
侘
茶
を
大
成
し
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
利
休
の
弟
子
で
あ
る
古
田

織
部
が
将
軍
秀
忠
の
茶
道
師
範
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
伴
っ
て
武
家
に
浸
透
し
、

江
戸
の
大
名
上
屋
敷
の
中
に
も
こ
う
し
た
設
え
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

さ
ら
に
、
将
軍
の
先
導
に
よ
り
江
戸
時
代
初
頭
か
ら
盛
行
し
た
花
卉
園
芸
文
化

が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
庶
民
に
も
広
が
り
、
極
め
て
高
度
な
発
展
を
見
せ
た
こ

と
も
ま
た
、
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
点
で
あ
ろ
う
。

註（
1
）　https://w

w
w.rekihaku.ac.jp/education_research/gallery/w

ebgallery/edozu/index.htm
l

、

二
〇
一
四
年
八
月
十
三
日
ア
ク
セ
ス
。

（
2
）　

黒
田
日
出
男
「
補
論
・
駿
河
大
納
言
邸
門
前
の
猿
曳
」『
王
の
身
体　

王
の
肖
像
』
筑

摩
書
房
、
二
〇
〇
九
、一
五
一
～
一
六
五
頁
（
初
出
は
、
同
名
書
・
同
題
で
平
凡
社
、

一
九
九
三
）。

（
3
）　

黒
田
日
出
男
「
将
軍
の
御
代
と
祭
り
」『
王
の
身
体　

王
の
肖
像
』
筑
摩
書
房
、

二
〇
〇
九
、七
三
～
一
四
二
頁
（
初
出
は
、
同
名
書
・
同
題
で
平
凡
社
、
一
九
九
三
）。

（
4
）　

内
藤
昌
「
第
一
一
章
・
江
戸
図
屏
風
の
景
観
」『
江
戸
の
都
市
と
建
築
（
江
戸
図
屏
風

別
巻
）』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
、一
三
九
～
一
五
〇
頁
。
水
藤
真
「「
江
戸
図
屏
風
」

製
作
の
周
辺
―
―
そ
の
作
者
・
製
作
年
代
・
製
作
の
意
図
な
ど
の
模
索
」『
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
三
十
一
集
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
一
九
九
一
、二
七
～

四
三
頁
。
黒
田
日
出
男
・
註
3
に
同
じ
。

（
5
）　

註
2
に
同
じ
。

（
6
）　

白
幡
洋
三
郎
『
大
名
庭
園
』
講
談
社
、
一
九
九
七
、八
七
～
九
一
頁
。
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『江戸図屏風』から読み解く寛永期の江戸の庭園

る
内
に
、
廣
島
し
ぼ
り
と
い
ふ
花
弁
に
斑
の
入
た
る
椿
を
、
接
木
に
し
て
献
り
し
も
の

あ
り
。
…
…
」
等
の
記
述
が
あ
る
。

（
31
）　

数
寄
屋
楼
閣
は
、
外
観
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
屋
根
を
見
る
と
、
寄
棟
・
宝
形
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

（
32
）　

右
隻
第
三
扇
に
一
棟
、
左
隻
第
二
扇
に
二
棟
、
同
第
三
扇
に
二
棟
、
同
第
四
扇
に
二
棟
、

同
第
五
扇
に
一
棟
。
ほ
か
に
、
左
隻
第
四
扇
に
道
沿
い
の
望
楼
、
同
第
三
扇
に
江
戸
城

西
の
丸
内
の
楼
閣
が
見
え
る
。

（
33
）　
『
鹿
苑
日
録
』
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
七
月
十
八
日
条
に
「
庭
中
築
山
鑿
池
、
池
中

有
船
、
有
橋
、
有
亭
、
亭
上
見
四
面
山
、
天
下
之
絶
景
也
」
と
あ
り
、
回
遊
式
の
池
泉

庭
園
が
整
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
34
）　

大
名
庭
園
で
は
弓
場
、
馬
場
、
鴨
場
な
ど
の
武
芸
と
関
連
す
る
一
角
を
設
け
る
こ
と

が
多
く
、
ま
た
大
名
に
と
っ
て
嗣
子
誕
生
が
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
子
孫
繁

栄
を
願
う
陰
陽
石
（
男
性
器
と
女
性
器
を
象
徴
す
る
庭
石
）
を
置
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

謝
辞

　

本
稿
は
、
共
同
研
究
員
と
し
て
参
加
し
た
平
成
二
十
四
～
二
十
五
年
度
の
日
文
研
共
同
研

究
「
日
本
庭
園
の
あ
の
世
と
こ
の
世
」
で
行
っ
た
発
表
を
も
と
に
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
共
同
研
究
を
主
宰
さ
れ
た
白
幡
洋
三
郎
教
授
（
現
・
名
誉
教
授
）
な
ら
び
に
共
同
研
究

に
参
加
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
は
、
研
究
会
の
場
な
ど
で
数
々
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
学
習
院
女
子
大
学
の
岩
淵
令
治
教
授
か
ら
は
江
戸
時
代
史
に
つ

い
て
各
種
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
と
明
治
大
学
博
物

館
に
は
、
所
蔵
資
料
の
図
版
を
掲
載
す
る
こ
と
を
御
許
可
い
た
だ
い
た
。
い
ず
れ
も
、
記
し

て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

（
19
）　
『
徳
川
実
紀
』「
大
猷
院
殿
御
実
紀
巻
十
三
」
同
日
条
、「
加
賀
中
納
言
利
常
卿
が
上
野

の
別
墅
に
な
ら
せ
給
ふ
」。

（
20
）　

成
瀬
晃
司
「
庭
園
：
池
」『
図
説
江
戸
考
古
学
研
究
事
典
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
一
、

一
二
七
～
一
二
九
頁
。

（
21
）　

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
～
二
十
一
年
に
工
部
大
学
校
お
よ
び
帝
国
大
学
工
科
大
学

で
建
築
学
を
講
じ
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
に
も
携
わ
っ
た
英
国
人
建
築
家
ジ
ョ

サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
が
日
本
庭
園
に
対
し
て
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
園
池
保

存
の
一
因
と
考
え
ら
れ
る
（
中
島
譲
・
中
井
祐
・
内
藤
廣
「
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ

ス
育
徳
園
の
変
遷
と
そ
の
要
因
」『
景
観
・
デ
ザ
イ
ン
研
究
講
演
集　

№
6
』

二
〇
一
〇
、一
一
六
～
一
一
九
頁
）。

（
22
）　

森
下
徹
「
第
三
節
・
育
徳
園
」『
東
京
大
学
本
郷
構
内
の
遺
跡　

山
上
会
館
・
御
殿
下

記
念
館
地
点
／
第
3
分
冊　

考
察
編
』
東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
、

一
九
九
〇
、四
七
〜
四
八
頁
。

（
23
）　
『
寛
永
江
戸
全
図
』
は
二
〇
〇
六
年
に
大
分
県
臼
杵
市
で
発
見
さ
れ
た
詳
密
な
江
戸
図

で
、
旧
稲
葉
家
資
料
と
し
て
臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館
蔵
。
記
載
事
項
は
、
寛
永
十
九
年

十
一
月
か
ら
同
二
十
年
九
月
の
時
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
之
潮
か
ら
二
〇
〇
七
年
に

高
精
細
カ
ラ
ー
印
刷
版
が
刊
行
さ
れ
た
。

（
24
）　
『
武
州
豊
島
郡
江
戸
庄
図
』
に
は
「
米
津
内
蔵
介
下
や
し
き
」、『
寛
永
江
戸
全
図
』
に

は
「
米
津
内
蔵
助
下
屋
敷
」
と
あ
る
。

（
25
）　

内
藤
昌
・
註
4
に
同
じ
。
水
藤
真
・
註
4
に
同
じ
。

（
26
）　

註
11
に
同
じ
。

（
27
）　

註
11
に
同
じ
。

（
28
）　

水
藤
真
・
註
4
に
同
じ
。

（
29
）　

青
木
宏
一
郎
『
江
戸
の
園
芸
―
―
自
然
と
行
楽
文
化
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
、一
八

～
一
九
頁
。

（
30
）　

徳
川
秀
忠
の
園
芸
好
き
を
示
す
逸
話
と
し
て
、『
徳
川
実
記
』「
台
徳
院
御
実
記
附
録

巻
五
」
に
、「
花
卉
を
殊
に
愛
玩
し
給
ひ
し
ゆ
へ
、
各
国
よ
り
種
々
の
珍
品
ど
も
奉
り
け


